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■ はじめに 
国土技術政策総合研究所と土木研究所では、熊本地

震の発生直後から道路橋の被災状況の調査や応急復旧
に関する技術支援を行ってきています。このうち、南阿蘇
村が管理する阿蘇長陽大橋(写真-1)では、P3橋脚の中空
断面の位置でひび割れが貫通する被害が生じました。こ
の復旧においては、ひび割れにより低下した橋脚のせん
断抵抗機能を回復させるため、中空部にコンクリートを充
填する工法を採用しました。一方、特殊な工法で施工事
例も少なく、補修効果の確認はICTモニタリング技術を活
用して行いました。本報では、その取り組みについて紹介
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-1 平成29年8月に開通した阿蘇長陽大橋（南阿蘇村） 

 

■ 活動内容 
１．モニタリングを活用した補修効果の確認 
モニタリングは、コンクリート充填によるP3橋脚の振動モ

ードの変化に着目し、橋脚の揺れを高さ方向に計測(図
-1)することにより行いました。図-2は、計測結果の一例と
して、段差から車両を落下させて橋に振動を与えた時の
橋脚に生じる水平変位の高さ方向分布を、コンクリートを
充填する前後で比較して示したものです。コンクリート充
填前は、ひび割れが貫通した断面付近を基点とした振動
モードとなっていますが、充填後は、橋脚基部を基点とし
た振動モードに移行しています。このような揺れ方の変化
から、充填したコンクリートがせん断力を負担していると言
えます。このようにして補修前後のモニタリングデータを比
較することにより、補修効果の確認をすることができます。 
２．補修後の橋の状態におけるモニタリングデータの活用 
国土交通省では、平成29年度より橋梁分野における生

産性向上(i-Bridge)に取り組んでいます。今回のようなモ
ニタリングについても、維持管理におけるi-Bridgeの取り 

 

 
組みとして位置づけられています。今回計測した補修後
の橋の振動特性のデータを基にすることにより、今後損傷 
が生じたり老朽化したりした場合の橋への影響を評価する
こともできるようになることが期待されます。 

 
図-1 高精度加速度計による阿蘇長陽大橋P3 橋脚の振動特性の 

モニタリング 

 
(a)コンクリート充填前 

 
(b)コンクリート充填後 

図-2 コンクリートの充填による橋脚の振動モードの変化 

(作図協力：モニタリングシステム技術研究組合RAIMS) 
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■ はじめに 
国土地理院は，日本の国土の状況をオープンな形式で

提供することを通じて様々な分野における刷新的な成果
創出を支援する「オープンデータ施策」に取り組んでおり，
地形図，空中写真，標高，地形分類及び災害情報など
1,800を超える種類の情報を「地理院タイル」として提供し
ている．地理院タイルはウェブ配信に適するタイル状に分
割したデータであり，多くのウェブ地図APIが対応している
[1]．この取り組みの結果，現在地理院タイルは行政・民間
企業のシステムから個人製作のスマホアプリまで，多様な
サービスで利用されている． 
 
■ 活動内容 
国土地理院はこれまで，地理院タイルとしてPNG・JPEG

形式の画像タイルを提供してきた．さらに2014年8月から，
GeoJSON形式の「ベクトルタイル」を実験的に提供し，
2019年度からの事業化に向けて検討を進めているところ
である． 
ベクトルタイルは画像タイルと異なり，地図の内容がテ

キストで記述された，機械判読可能なデータである（図1）．
ベクトルタイルの仕様やサンプルコードはGitHubで公開し
[2]，国土地理院のウェブ地図「地理院地図」[3]でもベクトル
タイルを表示できるようにしている． 

2017年8月には，これまで提供してきた道路・鉄道･河川
の中心線や地形分類等のデータに加え，新たに地名情
報（居住地名・自然地名・公共施設・住居表示住所）をベク
トルタイルとして提供開始した．このうち自然地名と居住地
名については，地理院地図において表示した文字列をク
リックすると音声を読み上げる機能を実装した（図2）． 
 
■ 応用事例 
ベクトルタイルの機械判読可能という特長から，次のよう

なサービスの創出や利便性の向上が期待される． 
(1) 利用者の目的に応じて表示する情報やその表現方法

を変更できる地図（図3） 
(2) 凡例を参照する必要がなく，調べたい場所をクリックす

るだけで解説が表示される主題図 
(3) 地名等の言語を簡単に切替できる多言語対応地図 
 
■ 関連情報・出典 

[1] 地理院タイル仕様 
https://maps.gsi.go.jp/development/siyou.html 

[2] 国土地理院ベクトルタイル提供実験レポジトリ 
https://github.com/gsi-cyberjapan/vector-tile-ex
periment 

[3] 地理院地図 https://maps.gsi.go.jp/ 
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図 3： 情報を全て表示せずに 

鉄道中心線・路線名及び駅名のみ表示した例 

図2： 地名情報の音声読み上げ 

図1： ベクトルタイルのデータ記述例 
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